
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

校長  石塚 秀行 

４年ぶりに応援合戦や大玉送り(全校競技)が戻ってきた運動会。参観人数の制限もなく、沢山の方々に応

援していただきました。今年の運動会を振り返ってみたいと思います。  

前日のリハーサルは雨天のため体育館で行いました。子供たちが作ったてるてる坊主が校内に飾られた

のもこの日でした。午後からは雨が上がり、明日の晴天を祈りつつ主事さん方が校庭の水たまりを掃いて

くれました。柔らかいところには砂を入れ準備を終えました。祈りが通じたのか、当日は熱中症を心配し

ないで済む程よい曇り空となり第１００回運動会を開催しました。 

子供たちが考えた今年のスローガンは「希望をもって全員でチャレンジ ～１００回目のバトン」です。

全力を尽くしてこそ、希望が見えてきます。子供たちへは、「転んでも、靴が脱げても全力でゴールを駆け

抜けよう。仲間と作り上げてきた表現種目は、お互いの息遣いを感じながら協力して表現しよう。最高の

自分にチャレンジしよう。」と伝えました。 

表現種目の練習では、担任の先生方に叱咤激励されながら、完成させ

ていきました。本番が近づき皆の心が同じ方向に向いた時には沢山ほめ

てもらいました。家でも練習していましたと、保護者の皆様の感想に書

かれていました。本番ではその成果を存分に出すことができました。大

きな動きで表現する子供、一つ一つの動作にメリハリをつけている子供、

掛け声を一生懸命に出している子供、それぞれの形が一つにまとまりと

ても素晴らしかったです。 

かけっこ・短距離走ではほとん

どの子供がゴールを全力で駆け抜けていました。体全体から表れた全

力のオーラが目に焼き付いています。最後まで走り抜ける姿、あきら

めずにゴールまで走る姿に感動しましたと、保護者の皆様の感想に書

かれていました。勝敗だけでなく、子供たちの真剣さが感動を呼んだ

ことを、とても嬉しく感じます。 

応援合戦では応援団が皆を引っ張り、全員が声を張り上げていまし

た。競技中にも応援する姿があり、気持ちを一つにすることの素晴ら

しさを子供たち自身が感じたのではないかと思います。リレーでは、

特に高学年の子供たちから負けた時の悔しさを感じていたのが伝わってきました。休み時間や放課後に、

勝ちたい一心で繰り返し練習してきたからこそ悔しさも大きかったのだと思います。さらに、６年生の子

供たちは係の仕事に責任をもって取り組みました。用具係、審判係、得点係・・・、人のために、学校の

ために役立つことの大切さと喜びを感じたのではないかと思います。  

全てがよい経験です。４年ぶりの全校児童が会して行った運動会、この行事を通じて子供たちが成長で

きたことと、地域、保護者の皆様と感動を分かち合えたことを嬉しく思います。今後も、子供たちを温か

く見守り、健全育成のためにご協力いただけますようお願いいたします。会場の準備や後片付け、参観が

円滑に行えるよう見守りをしてくださった PTA、父の会の皆様ありがとうございました。 

１学期はあと２０日となりました。学習と生活のまとめを行ってまいります。夏休み前の学校生活が充

実するようご家庭でも励ましてください。 

 

 教育目標 
 〇よく考え、実行する子 
 〇思いやりのある子 
 〇元気な子 

 荒 川 区 立 赤 土 小 学 校 

 学 校 便 り ７ 月 号 

 令和５年  ７月  ３日 
 校  長  石 塚  秀 行 

http://www.aen.arakawa.tokyo.jp/AKADO-E/ 

最高の自分にチャレンジ 
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日 曜 内 容 放 日 曜 内 容 放 

３ 月 
全校朝会 あらかわ寺子屋 

あらかわ環境・星空教室（４） 
○ １７ 月 海の日  

４ 火 
避難訓練  

あらかわ寺子屋 
○ １８ 火 

水曜時程５時間授業  

社会科見学（５） 
× 

５ 水 教職員読み聞かせ × １９ 水 
保護者会（低１３：４５、高１４：４５） 

下田移動教室保護者説明会（６） 
× 

６ 木 
集会委員集会 クラブ 

あらかわ寺子屋 
○ ２０ 木 終業式 大掃除 給食終  × 

７ 金  〇 ２１ 金 夏季休業始   

８ 土 
授業公開  安全指導  

セーフティ教室  学校評議員会 
〇 ２７ 木 

夏季水泳指導(前期)① 

個人面談① 校庭開放 
 

１０ 月 全校朝会 あらかわ寺子屋 ○ ２８ 金 
夏季水泳指導(前期)② 

個人面談② 校庭開放 
 

１１ 火 校内研究授業（２－３） ４時間授業 × ３１ 月 
夏季水泳指導(前期)③ 

個人面談③ 校庭開放 
 

１２ 水 ４時間授業 × 8/1 火 個人面談④ 校庭開放  

１３ 木 音楽朝会 委員会 あらかわ寺子屋 × 2 水 個人面談⑤  

１４ 金 
水曜時程５時間授業 たてわり班活動 

読書月間 水辺の安全教室（５・６） 
〇     

子どもの金銭トラブルを防ぎましょう！        生活指導主任 

「赤土のきまり」には、校外生活での約束が書かれています。今回は、その中でも金銭トラブルを防ぐため

のきまりを再度お知らせします。 

 

 

 

 
お子さんのご家庭での様子はいかがでしょうか。最近、子供同士でお金を持って遊びに行き、「おごる」「お

ごられる」トラブルが多数発生しています。自分の家では、子供にお金を持たせていなくても、友達の誰かが

お金を持っていると「おごる」「おごられる」関係に発展してしまうこともあります。また、そのような関係が続く

と、「万引き」に発展することもあります。万引きは犯罪です。警察へ通報されることになります。 

これから夏休みに入り、友達同士で遊ぶ機会が多くなる季節です。大人の目の届かないところで大きなト

ラブルに巻き込まれる前に、今一度、「お金のルール」をご家庭でも話し合い、家庭のルールを決めてくださ

い。よろしくお願いします。 

 

【金銭トラブルを防ぐために】 
〇子供だけで、お金をもって遊びや買い物に行かない。 
〇買い食いをしない。食べ歩きをしない。 
〇縁日は、かならず保護者と一緒に行く。 



自分にチャレンジ～記憶に残るソーラン節に～ 
                 ５年生担任 

5 年生は、赤土伝統のはっぴを纏い、ソーラン節に取り組みました。今年度は、「団結」と「抑揚」

をテーマに練習に取り組みました。練習初めは、踊リーダーを中心に、個の踊りのレベルアップを

目指しました。動きのキレや目線などを意識して、互いに高め合っていきました。さらに、「全体の

踊りがよりよくなるためにはどうしたらよいか」について、動画を見て研究したり、何度も移動の動

きを確認したりしました。自分なりの考えをもち、主体的に取り組む姿はとても立派でした。運動

会当日は、子供たちのなかの最大限の力を出し切り、たくましく踊り切ることができました。 

腰を低くして踊ることを意識しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あゆみについて                                 教務主任 

日頃より、赤土小学校の教育活動へのご理解、ご協力をいただきありがとうございます。 

さて、本校では目標に準拠した評価のもと「あゆみ」を作成しております。子供たちは、自分がした

ことの良さや発想が認められることにより、自信が出てきて、前向きに明るい見通しをもてます。努

力の様子を認め、良さや長所を伸ばすという立場で「あゆみ」を見ていただけると、励みとなることと

思います。 

昨年度までは 1 学期のあゆみ（ファイルに綴じ込んだもの）を２学期・３学期のはじめに回収して

いました。今年度より、１学期に配付したあゆみ（ファイルに綴じ込んだもの）は、家庭で保管してい

ただき、２学期、３学期に配付したあゆみを家庭で綴じ込んでいただけますようよろしくお願いいた

します。 

お子さんが持ち帰るあゆみをご覧になり、１学期を振り返り、２学期のめあて作りの参考にしてい

ただければ幸いです。今後ともご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

習熟度別学習より                  習熟度別算数 

 赤土小では、算数習熟度別学習を次のように行っています。3 年生から６年生まで 5 グループ編成

です。単元ごとにグループメンバーは変わります。グループ編成の参考としてレディネステストを各ク

ラスで行い、その結果を考慮してグループを決めています。均質グループの良さは、困難に感じるとこ

ろが似ているので、そこに焦点を当てて授業をすることでより分かりやすくなることです。また、課題

の解決進度が似ているので時間が不足したり持て余したりすることが減るというよさもあります。 

 算数教室では、グループに合わせて問題解決型の授業を 

行っています。問題解決型とは、『本時のめあてと課題を 

つかむ→解決の見通しを立てる→自力解決→グループ協議 

→全体協議→まとめ→振返り』という流れで課題解決を図 

る授業です。 

 学年やグループによって、小グループ協議の持ち方はや 

や異なりますが、赤土の子たちは、友達と『伝え合う・確認 

し合う・話し合う』といった友達と高め合う活動の好きな子 

が多いです。発表が大好きな子もいます。また、発表が苦手 

でも友達の考えをじっと聞いて解決方法を理解していく子も 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題解決にネックになるのが、かけ算九九や繰り上り・繰り下

がりといった計算力です。せっかく式を立てることがうまくい

っても計算で答えが間違うと学習意欲が減退したり、計算に 

困難を感じるあまり算数そのものを嫌がったりもします。「計算は練習すればするほど上手になるよ。」

「最初は時間がかかるけれど慣れれば速くなるよ。」と子供たちに伝えています。計算問題を毎日５問

解くだけでも計算力がついていきます。計算力が不足かなと感じられたら、ご家庭で自主学習として取

り組ませていただけたら嬉しいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友達に考え方を説明しています。 

 

 

自分が考えた図や式を黒板にかい

て説明します。それを皆で考え合

い、最適解を求めていきます。 

 

小グループで互い

の考えを持ち寄り、自

分の考えが友達と同

じか違うか、合ってい

るか間違っているか

等、説明し合います。 

 

  3 年生では、初めて巻き尺を使い教室

の縦・横など長い長さの学習をしました。巻

き尺で曲線の物の長さも図りました。長さで

は、㎞など長い距離・道のりも学習しまし

た。 

６つの教室に分かれているので、のびの

び活動しました。 

 


